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１．研究計画の概要 

 本研究は、看護技術として実施頻度が高く 

損傷を伴う『抗がん剤の静脈投与』と実施方

法について近年問題となっている『グリセリ

ン浣腸』に伴う有害事象を回避するための実

証的研究に基づく指針作成を目指すもので

ある。それぞれの研究目標は下記のとおりで

ある。 

①抗がん剤の静脈注射 

抗がん剤の静脈内投与に伴う血管炎や硬

結などについてはそのメカニズムが十分解

明されていないのが現状である。そこで、実

際に臨床における有害事象の内容を明らか

にするためにがん看護認定師(岩手医科大学

等の研究協力者)の協力を得て詳細に調査す

る。その内容を受けて、実験的にヒトの病態

を再現できる病態動物モデルを確立する。こ

の病態動物モデルを活用し、有害事象の発生

機序を検索するとともにそれを回避するた

めの看護技術や投与方法などを明らかにし、

有害事象を回避するための知見を得る。さら

に、血管外に漏れた場合の有効な対処方法に

ついての研究も実施し、根拠に基づくケア方

法について確立する。 

②グリセリン浣腸（ＧＥ） 

GE による有害事象の一つと考えられてい

た血圧低下については、裏付ける臨床事例は

なかったが、研究代表者らの CCU での調査

研究で GE により血圧低下を引き起こすこと

が明らかとなった(松田･武田,第 6 回技術学

会:2007)。しかし、その頻度は数％であり、

メカニズムについては明らかになっていな

い。そこで、GE による血圧低下の病態動物

モデルを構築し、その要因を明らかにすると

ともに、血圧低下を回避するための看護技術

を確立する。また、ディスポタイプの 50%グ

リセリンの浸透圧は約 20(対生食)であり、直

腸粘膜に対する化学的な刺激性を有するこ

とが明らかとなった(加賀谷･武田,第6回技術

学会:2007）。そこで本研究では、投与量や温

度、速度などを検討するとともに、体位に応

じた GE 実施方法に関する解剖学的な側面か

ら安全性を検討する。これらの知見を総合的

に検討し、GE による有害事象を回避するた

めの指針を作成する。 

 

２．研究の進捗状況 

①抗がん剤の静脈注射 

 臨床で使用頻度が比較的高く皮膚傷害を

認める抗がん剤を各種選択し実験的に生体

への影響について検討した。抗がん剤の静脈

内投与に基づく血管傷害(血管炎や血管の硬

化)のメカニズムについて評価する動物の実

験系を立ち上げることが出来た。すなわち、

ウサギの耳介を使用し抗がん剤を投与した

後に肉眼的な観察を経日的に実施するとと

もに、組織学的な検索も行うことにより血管

傷害のメカニズムを解明できる。さらに、ラ

ットの背部皮膚に実験的に抗がん剤を漏出

し皮膚傷害を作製した後にステロイド剤を

局所に投与し肉眼的･組織学的に評価検討す

ることにより、ステロイド剤の有用性を検討
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することが可能である。これらの実験で得ら

れたデータを解析し、抗がん剤投与に伴う有

害事象を回避するための方策を検討する。 

②グリセリン浣腸（ＧＥ） 

 ＧＥによる血圧低下の回避に関する研究

の必要性について優先度が低くなったこと

から、ＧＥの直腸粘膜への直接的な作用につ

いて優先的に検討することとした。臨床で使

用されているのは 50%のグリセリン浣腸液

であり、この刺激性の有無などについては十

分なデータが得られていない。また、ＧＥ後

に数分の直腸内への貯留についても行われ

ており、患者にとって苦痛に感じている状況

にある。そこで、これらの局所の刺激性や排

便の作用について検討する動物の実験系を

考案した。すなわち、ラットにＧＥを施行し

た後に直腸を内視鏡で観察し粘膜刺激性の

有無について評価検討した。看護のテキスト

にＧＥ実施手順として記載されている温度

(40℃)にＧＥ液を温め、ラットの直腸内に 3

分間貯留させた後に排便を促した。これまで

の研究では、ＧＥ液(高浸透圧溶液)により直

腸粘膜への刺激性が認められ、数時間後には

消失することが明らかとなった。さらに、Ｇ

Ｅ施行後は数秒で排便作用があることが明

らかとなり、臨床での数分の貯留は患者にと

って予想以上に苦痛であることを裏付ける

知見が得られた。これらの実験で得られたデ

ータについては詳細に解析中である。 

 

３．現在までの達成度 

 臨床で認められる有害事象を実験的に再

現できる動物の病態モデルを考案するとと

もに、実験病理学的な手法についても確立す

ることが出来た。この評価方法で検索するこ

とにより、有害事象の本質的な作用を明らか

にすることが可能である。したがって、看護

技術に伴う有害事象を回避するための方策

についてはエビデンスに基づく内容になる

と考える。本研究は、ほぼ計画通りに進んで

おり、現在までの達成度は 70~75%と考える。 

 

４．今後の研究の推進方策 

 これまでに得られた知見を総合的に整理

するとともに、不足している内容については

追加で実証研究を行う予定である。研究内容

は実験動物を活用しての基礎的な研究であ

るために研究の進め方で障害(臨床研究での

患者の選択など)になるものはなく、今後も

計画通りに進めることは出来ると考えてい

る。 

 

 

５. 代表的な研究成果 
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リン浣腸の作用に関する実証的研究．岩手県
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のマネジメントまで～．日本看護技術学会第
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⑤欠畑大樹，及川正広，武田利明：抗がん剤
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理学会第 19回学術集会，2010.5.8(東京都） 
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